
ジェンダー平等の実現のために
～環境に優しい持続可能な社会と私たちの役割～

　ジェンダー視点から見る環境問題全般について、持続可能でより豊かな社会に繋げるために、私たちの役割や身近なと
ころから出来ることについて、環境社会学、ジェンダー研究が専門の萩原なつ子氏（独立行政法人国立女性教育会館理事長）
による講演が行われた。

■
環
境
問
題
と
ジ
ェ
ン
ダ
ー 

「
み
な
さ
ん
、
こ
ん
に
ち
は
。」

　

講
師
を
務
め
る
萩
原
氏
の
元
気
な
挨
拶
か
ら

講
演
会
は
始
ま
っ
た
。
自
身
の
専
門
分
野
や

（
独
）
国
立
女
性
教
育
会
館
（
N
W
E
C
）
に

つ
い
て
だ
け
で
な
く
、
講
演
資
料
を
当
日
の
朝

ま
で
作
成
し
て
い
た
裏
話
を
交
え
な
が
ら
自
己

紹
介
を
し
た
。 

　

高
度
経
済
成
長
期
に
生
ま
れ
育
っ
た
萩
原
氏

は
高
校
生
の
時
に
読
ん
だ
本
を
き
っ
か
け
に

「
環
境
問
題
」
に
ど
っ
ぷ
り
と
は
ま
り
、
同
い

年
の
胎
児
性
水
俣
病
患
者
が
い
る
こ
と
を
知

り
、
公
害
・
環
境
と
女
性
の
つ
な
が
り
に
興
味

を
も
ち
、
そ
の
後
の
研
究
テ
ー
マ
に
も
つ
な

が
っ
た
。
そ
し
て
、「
子
ど
も
と
エ
コ
ロ
ジ
ー
」

を
テ
ー
マ
に
修
士
論
文
を
執
筆
し
た
の
は
『
未

来
世
代
に
対
す
る
責
任
』
か
ら
だ
っ
た
。「
環

境
問
題
」
に
興
味
を
持
っ
た
10
代
の
時
か
ら
何

も
変
わ
ら
な
い
現
状
に
、
萩
原
氏
は
参
加
者
た

ち
に
向
か
っ
て
「
申
し
訳
な
い
、
一
緒
に
考
え

て
い
き
ま
し
ょ
う
。」
と
語
っ
た
。

■
多
様
性
を
認
め
る
社
会
の
実
現 

　
「
ジ
ェ
ン
ダ
ー
」
と
は
社
会
・
文
化
の
中
で

後
付
け
さ
れ
た
性
別
で
、
身
体
的
な
性

（
S
E
X
）
の
よ
う
に
固
定
的
な
も
の
で
は
な

い
。
し
か
し
、
社
会
・
文
化
的
背
景
の
一
部
で

地
位
、
権
利
、
役
割
な
ど
の
格
差
が
存
在
し
て

い
る
。
ま
た
、
誰
も
が
潜
在
的
に
「
バ
イ
ア
ス

（
偏
見
）
＝
先
入
観
」
を
持
っ
て
い
る
。
そ
の

一
例
と
し
て
、
萩
原
氏
は
近
年
話
題
と
な
っ
た

ニ
ュ
ー
ス
を
取
り
上
げ
な
が
ら
、
意
図
的
で
は

な
い
無
意
識
の
差
別
的
言
動
（
マ
イ
ク
ロ
・
ア

グ
レ
ッ
シ
ョ
ン
）
に
つ
い
て
説
明
し
た
。

　

こ
れ
か
ら
は
先
入
観
を
無
く
し
、
ひ
と
り
ひ

と
り
の
人
権
が
尊
重
さ
れ
、
自
分
が
持
っ
て
い

る
力
を
最
大
限
に
発
揮
す
る
機
会
が
平
等
に
与

え
ら
れ
る
に
は
『
多
様
性
』
を
認
め
る
社
会
の

実
現
が
不
可
欠
で
あ
る
。

■
身
近
な
環
境
問
題
と

　「
小
さ
な
政
策
決
定
」 

　

身
近
な
も
の
に
自
然
破
壊
や
環
境
汚
染
に
つ

な
が
る
環
境
問
題
が
含
ま
れ
て
い
る
こ
と
を
、

チ
ョ
コ
レ
ー
ト
や
ダ
イ
ヤ
モ
ン
ド
、
お
む
つ
な

ど
を
取
り
上
げ
な
が
ら
、
参
加
者
た
ち
に
問
い

か
け
た
。
萩
原
氏
に
よ
る
環
境
問
題
に
関
す
る

替
え
歌
の
披
露
（
美
声
）
を
挟
み
つ
つ
、
私
た

ち
の
「
小
さ
な
政
策
決
定
」
が
結
果
と
し
て
生

産
者
を
変
え
る
こ
と
も
あ
れ
ば
、
生
産
者
の
意

識
が
消
費
者
を
変
え
て
い
く
こ
と
も
で
き
る
。

環
境
に
優
し
い
も
の
を
選
択
し
て
い
く
こ
と
が

『
持
続
可
能
な
社
会
』
を
作
っ
て
い
く
。

■
ジ
ェ
ン
ダ
ー
主
流
化
と
S
D
Gs

　

1
9
9
1
年
に
開
催
さ
れ
た
マ
イ
ア
ミ
会
議

2
0
2
3
年
6
月
15
日（
木
）  

女
性
未
来
研
究
所
主
催

ハ
イ
ブ
リ
ッ
ド
講
演
会
を
開
催
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※ 

こ
の
講
演
会
の
詳
細
に
つ
い
て
は
、
当
研
究
所
年
次

報
告
書
に
て
掲
載
予
定
で
す
。

は
、
持
続
可
能
な
開
発
に
お
け
る
ジ
ェ
ン
ダ
ー

主
流
化
の
タ
ー
ニ
ン
グ
ポ
イ
ン
ト
と
な
っ
た
。

そ
の
採
択
文
書
は
S
D
Gs
ま
で
繋
が
り
、
前

文
に
「
ジ
ェ
ン
ダ
ー
平
等
の
実
現
」
が
明
記
さ

れ
て
い
る
。
し
か
し
、
現
在
の
ペ
ー
ス
で
は
更
に

40
年
は
か
か
る
。
日
本
の
S
D
Gs
達
成
ラ
ン

キ
ン
グ
は
世
界
19
位
（
2
0
2
2
年
時
点
）
と

ジ
ェ
ン
ダ
ー
平
等
の
課
題
は
多
く
残
っ
て
い
る
。

「
平
和
で
人
類
と
地
球
の
よ
り
よ
い
関
係
」
に
つ

い
て
萩
原
氏
は「
S
D
G
s
の
目
標
に
も
あ
る『
ひ

と
り
ひ
と
り
の
政
策
決
定
』、
私
た
ち
が
ど
の
よ

う
な
選
択
を
す
る
の
か
が
『
平
和
な
社
会
』
に

繋
が
り
ま
す
。」
と
語
り
、
講
演
を
終
え
る
と
会

場
か
ら
は
惜
し
み
な
い
拍
手
が
送
ら
れ
た
。

■ 

皆
さ
ん
が
ハ
チ
ド
リ
に

な
っ
て
ほ
し
い

　

質
疑
応
答
の
際
に
萩
原
氏
は
『
ハ
チ
ド
リ
の

ひ
と
し
ず
く
』
の
物
語
を
紹
介
さ
れ
た
。「
環

境
と
ジ
ェ
ン
ダ
ー
に
関
す
る
問
題
は
、
と
て
も

広
く
て
多
様
。何
か
違
和
感
に
思
っ
た
時
こ
そ
、

そ
の
『
違
和
感
』
を
突
き
詰
め
て
く
だ
さ
い
。

こ
の
物
語
の
様
に
皆
さ
ん
が
ハ
チ
ド
リ
に
な
っ

て
く
だ
さ
い
。」
と
伝
え
た
。
印
象
に
残
っ
た

参
加
者
が
多
か
っ
た
よ
う
で
た
く
さ
ん
の
感
想

が
寄
せ
ら
れ
た
。

　
「
ジ
ェ
ン
ダ
ー
問
題
」
と
「
環
境
問
題
」
の

同
時
解
決
を
目
指
し
活
動
す
る
萩
原
氏
の
未
来

世
代
に
向
け
た
熱
い
思
い
が
届
い
た
の
か
、
会

場
で
は
講
師
の
話
に
耳
を
傾
け
、
熱
心
に
メ
モ

を
取
る
参
加
者
が
多
く
い
た
。「
2
つ
の
テ
ー

マ
に
つ
い
て
考
え
る
機
会
と
な
っ
た
」や「
ジ
ェ

ン
ダ
ー
と
環
境
が
繋
が
っ
て
い
た
こ
と
に
驚
き

ま
し
た
」
と
の
感
想
か
ら
、
今
回
の
テ
ー
マ
に

つ
い
て
関
心
の
高
さ
を
伺
え
た
。

日　時

登壇者

プロフィール

令和５年11月9日（木）15:30〜 16:30
対　面 三木ホール（本学関係者のみ）

オンライン Zoom ウェビナー（学外者対象）
※オンライン参加のみ事前登録が必要です。
　事前登録締切 11 月 8 日（水）

長谷川 美香子 氏
（本学卒業生・令和４年度渡邉辰五郎奨励賞受賞）

本学卒業後、アパレル企業で経験を積み、その後フリー
パタンナーとして独立。以降はパリ・ミラノコレクショ
ンを含む国内外へパターンを提供。また、培った知識と
技術を活かし、パタンナーの育成やブランドコンサルタ
ントとしても活動の幅を広げている。

告知
「わたしの生き方 わたしたちの未来」

ハイブリッド講演会
無 料
参加費

　専門性を活かし、「縁の下の力持ち」として真摯に仕事に打ち込んできた卒業生から、先行きが不透明な
時代に、自らの道を切り拓き、走り続けている経験を聞き、未来へ羽ばたくためのヒントを探してみませんか。

詳細は女性未来研究所ホームページをご覧下さい。 主催 東京家政大学女性未来研究所
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